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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第１部門第１区分
【発行日】平成30年11月8日(2018.11.8)

【公表番号】特表2017-537606(P2017-537606A)
【公表日】平成29年12月21日(2017.12.21)
【年通号数】公開・登録公報2017-049
【出願番号】特願2017-517349(P2017-517349)
【国際特許分類】
   Ｃ１２Ｐ  19/56     (2006.01)
   Ｃ１２Ｐ  19/18     (2006.01)
   Ａ２３Ｌ  33/10     (2016.01)
   Ｃ０７Ｈ  15/256    (2006.01)
   Ａ６１Ｋ   8/60     (2006.01)
   Ａ６１Ｑ  11/00     (2006.01)
   Ａ２３Ｋ  20/163    (2016.01)
   Ａ２３Ｋ  10/14     (2016.01)
   Ａ２３Ｌ  27/30     (2016.01)
【ＦＩ】
   Ｃ１２Ｐ   19/56     ＺＮＡ　
   Ｃ１２Ｐ   19/18     　　　　
   Ａ２３Ｌ   33/10     　　　　
   Ｃ０７Ｈ   15/256    　　　Ａ
   Ａ６１Ｋ    8/60     　　　　
   Ａ６１Ｑ   11/00     　　　　
   Ａ２３Ｋ   20/163    　　　　
   Ａ２３Ｋ   10/14     　　　　
   Ａ２３Ｌ   27/30     　　　Ｚ

【手続補正書】
【提出日】平成30年9月28日(2018.9.28)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　レバウジオシドＫＡからレバウジオシドＥを合成するための方法であって、
　レバウジオシドＫＡと、スクロース、ウリジン二リン酸（ＵＤＰ）およびウリジン二リ
ン酸－グルコース（ＵＤＰ－グルコース）からなる群より選択される基質と、ＨＶ１、Ｅ
ＵＧＴ１１およびＵＤＰ－グリコシルトランスフェラーゼ融合酵素からなる群から選択さ
れるＵＤＰ－グリコシルトランスフェラーゼと、を含む反応混合物を調製するステップ、
ならびに
　前記反応混合物を、レバウジオシドＥを生成させるのに十分な時間の間インキュベート
するステップ、
を含み、グルコースが共有結合により前記レバウジオシドＫＡのＣ２’１３－Ｏ－グルコ
ースにカップリングされてレバウジオシドＥが生成される、方法。
【請求項２】
　ルブソシドからレバウジオシドＥを合成するための方法であって、
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　ルブソシドと、スクロース、ウリジン二リン酸（ＵＤＰ）およびウリジン二リン酸－グ
ルコース（ＵＤＰ－グルコース）からなる群より選択される基質と、ＨＶ１、ＥＵＧＴ１
１およびＵＤＰ－グリコシルトランスフェラーゼ融合酵素（ＥＵＳ）からなる群より選択
されるＵＤＰ－グリコシルトランスフェラーゼと、を含む反応混合物を調製するステップ
、ならびに
　前記反応混合物を、レバウジオシドＥを生成させるのに十分な時間の間インキュベート
するステップ、
を含み、グルコースが共有結合により前記ルブソシドにカップリングされてレバウジオシ
ドＫＡが生成され、グルコースが共有結合によりレバウジオシドＫＡにカップリングされ
てレバウジオシドＥが生成される、方法。
【請求項３】
　ルブソシドからレバウジオシドＤ２を合成するための方法であって、
　ルブソシドと、スクロース、ウリジン二リン酸（ＵＤＰ）およびウリジン二リン酸－グ
ルコース（ＵＤＰ－グルコース）からなる群より選択される基質と、ＥＵＧＴ１１および
ＵＤＰ－グリコシルトランスフェラーゼ融合酵素（ＥＵＳ）からなる群より選択されるＵ
ＤＰ－グリコシルトランスフェラーゼと、を含む反応混合物を調製するステップ、
　前記反応混合物を、ステビオシドおよびレバウジオシドＫＡの混合物を生成させるのに
十分な時間の間インキュベートするステップであって、グルコースが共有結合によりルブ
ソシドにカップリングされてステビオシドおよびレバウジオシドＫＡの混合物が生成され
るステップ、
　前記ステビオシドおよびレバウジオシドＫＡの混合物をＥＵＧＴ１１とともにさらにイ
ンキュベートしてレバウジオシドＥを生成させるステップであって、グルコースが共有結
合によりステビオシドおよびレバウジオシドＫＡにカップリングされてレバウジオシドＥ
が生成されるステップ、ならびに
　レバウジオシドＥをＥＵＧＴ１１とともにさらにインキュベートしてレバウジオシドＤ
２を生成させるステップであって、グルコースが共有結合によりレバウジオシドＥにカッ
プリングされてレバウジオシドＤ２が生成されるステップ、
を含む方法。
【請求項４】
　レバウジオシドＫＡからレバウジオシドＤ２を合成するための方法であって、
　レバウジオシドＫＡと、スクロース、ウリジン二リン酸（ＵＤＰ）およびウリジン二リ
ン酸－グルコース（ＵＤＰ－グルコース）からなる群より選択される基質と、ＥＵＧＴ１
１およびＵＤＰ－グリコシルトランスフェラーゼ融合酵素（ＥＵＳ）からなる群より選択
されるＵＤＰ－グリコシルトランスフェラーゼと、を含む反応混合物を調製するステップ
、
　前記反応混合物を、レバウジオシドＥを生成させるのに十分な時間の間インキュベート
するステップであって、グルコースが共有結合によりレバウジオシドＫＡにカップリング
されてレバウジオシドＥが生成されるステップ、ならびに
　前記生成されたレバウジオシドＥをＥＵＧＴ１１と共にさらにインキュベートしてレバ
ウジオシドＤ２を生成させるステップ、
を含む方法。
【請求項５】
　スクロースシンターゼを前記反応混合物に添加することをさらに含む、請求項１～４の
いずれか１項に記載の方法。
【請求項６】
　前記スクロースシンターゼが、シロイヌナズナ属スクロースシンターゼ１；シロイヌナ
ズナ属スクロースシンターゼ３；ならびにリョクトウスクロースシンターゼからなる群よ
り選択される、請求項５に記載の方法。
【請求項７】
　前記スクロースシンターゼがシロイヌナズナスクロースシンターゼ１である、請求項５
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に記載の方法。
【請求項８】
　前記ＵＤＰ－グリコシルトランスフェラーゼ融合酵素が、スクロースシンターゼドメイ
ンに結合されたＥＵＧＴ１１ウリジンジホスホグリコシルトランスフェラーゼドメインか
らなる群から選択される、請求項１～４のいずれか１項に記載の方法。
【請求項９】
　前記スクロースシンターゼドメインが、シロイヌナズナ属スクロースシンターゼ１；シ
ロイヌナズナ属スクロースシンターゼ３；ならびにリョクトウスクロースシンターゼから
なる群より選択される、請求項８に記載の方法。
【請求項１０】
　前記スクロースシンターゼドメインがシロイヌナズナスクロースシンターゼ１である、
請求項８に記載の方法。
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